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１．はじめに 

 

近年、都市交通施策をより効率的に推進するた

めのツールとして、VICS や ETC といった ITS 技術

が実導入されている。また、自動車交通をはじめと

する全国的な施策以外にも、公共交通の支援を対象

とした地域に密着した ITS 施策メニューが計画・導

入されつつある。 

このような状況の中、公共交通に関する課題へ

の ITS の適用に関しては、「急増する高齢者に対応

した利便性の高い公共交通のあり方」や「公共交通

の利便性の向上と利用促進」に対し有効な手段が求

められている。 

本稿では、豊田市中心市街地玄関口バス（以下、

玄関口バスと称す。）において、安全で効率的なコ

ミュニティバス運行を実現するための「簡易デマン

ドシステムを活用したコミュニティバス」の予備実

験を運行状況や利用者意識の観点から評価するとと

ともに、ITS 技術の公共輸送サービスへの適応に関

する今後の課題を整理することは、今後の地域 ITS

展開のあり方を問うケーススタディになるものと考

える。 

 

２．豊田市におけるITSメニュー展開の概要 
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 (1) 愛知県豊田市における交通の概況 

豊田市は愛知県のほぼ中央、名古屋市の東方約 

30kmに位置し、市域面積は290.12k㎡、約35万人の

人口を有する緑豊かな内陸工業都市である。 

 豊田市は「クルマのまち」として発展し、市民の

移動の64％が自動車利用であり、公共交通の利用は

鉄道が6％、バスは1％に過ぎない。一方、都市計画

道路の整備率は42.4％と低く、中心市街地や大規模

工場の周辺で道路渋滞が発生するとともに、交通事

故が増加している。 

また、利用者の減少から公共交通の廃止が相次

ぎ、特にバス路線は昭和 45 年の 53 路線から平成

14 年度は 13 路線と 1/4 以下に減少している。 
このため、公共交通空白地域が拡大し、高齢者や

自動車を利用できない移動困難者が急増しており、

市民意識調査における要望の上位に公共交通の充実

が挙げられている。 
                 愛知県 

          

 

 

 

 

 

 

図-1 豊田市の位置 

 

(2) 豊田市におけるITSメニュー展開の経緯 

 豊田市では、「交通渋滞」や「公共交通機関の減

少」、及び「交通事故の多発」といった交通問題を

解決するため、道路整備や交差点改良などのハード

整備だけでなく、交通需要マネジメントやマルチモ

ーダル施策などのソフト施策を取り入れており、こ

れらのソフト施策を支援するツールとしてITSの導
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入に至っている。 

 豊田市におけるITSの導入経緯と位置づけは表-1

に示すとおりであり、現在は「試行期」として身近

な社会サービスへの転換と幅広い普及啓発活動を図

り、システムを市民生活に定着させることを目標と

している。 

表-1 豊田市の導入経緯と位置づけ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ITSメニュー展開上の玄関口バスの位置づけ 

 豊田市の ITS への取組みの第２期（試行期）では、

ITS の各種施策を効果的に融合して推進するため、

「豊田市 ITS 戦略プラン（愛称：STAR☆T21）」

を策定し、３つのプロジェクト（タウンプロジェク

ト・国道 248 プロジェクト・万博関連プロジェク

ト）と 8 つのメニューで検討されている。 

玄関口バスは、タウンプロジェクトの中で、主

要施設の玄関口へのバス停の設置、簡易なデマンド

システムの導入、情報提供（現在位置や到着時間、

公共交通乗り継ぎ案内等）、病院や民間施設と協力

した新たな複合サービスの展開により、「公共交通

サービスの向上と利用促進」「中心市街地の活性

化」「高齢化への対応」を図るメニューの一つに位

置づけられている。 

 

３．玄関口バスの運行状況 

(1) 玄関口バスの運行概要 

 玄関口バスの概要を表-2に整理するとともに、簡

易デマンドシステムの概念図を図-2に示す。 

玄関口バスの特徴である施設玄関口への乗り入

れは、利用者がいない場合はバス運行にとって無駄

な経路走行であり、運行時間帯によっては遅れを生

み出す原因となっている。簡易デマンドシステムは、

バス車両とバス停との通信により、当該バス停での

バス利用者有無をドライバーが確認して利用者が存

在するときだけ施設玄関口にバスが立ち寄ることを

可能とし、バス運行の効率化を図ることができる。 

表-2 玄関口バスの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 簡易デマンドシステムの概念図 

 

(2) 運行の現状 

玄関口バスは平成 14 年 6 月より試行運行がなさ

れ、平成 16 年 3 月までの運行予定となっている。 

また、簡易デマンドシステムは市役所バス停に

て平成 14 年 9 月 17 日より導入され、バス運行の効

率化を図るための予備実験を実施している。 

この予備実験の一連の調査結果に基づき、平成

15 年４月以降では、マイクロバスをベースに開発

された低床バスで、燃料に LPG を使用するなど、

環境にも配慮された新車両が導入されている。 

玄関口バスの運行は、豊田市西口から税務署南

を結ぶ１ルートで、車両一台での運行となっている。 

玄関口バスの運行の現状を表-2 に、バスルート

を図-3 に示す。 
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下りバス　平均遅れ時間　（簡易デマンド導入後）
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上りバス　平均遅れ時間　（簡易デマンド導入後）
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表-2 バス運行の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 玄関口バスの運行路線図 

 

４．簡易デマンドシステム導入の評価 

 玄関口バスでは、平成15年度に予定されている社

会実験に向けて、平成14年度「簡易デマンドシステ

ムを活用したコミュニティバス検討調査」の中で、

利用実態調査や走行時間調査及びバス利用者や施設

利用者へのアンケート調査を行っている。以下では、

現状の簡易デマンドシステムについて、地域での公

共交通のあり方を考察するために、運行状況と利用

者サイドの視点からその評価結果を整理する。 

 

(1) 運行状況からの評価 

 玄関口バスの運行上の主な問題点には「時間遅

れ」が指摘されている。主な要因としては、道路渋

滞や利用者のいない施設玄関口への乗り入れ及び車

両の乗降し難さによる時間損失等があげられる。 

玄関口バスの運行ダイヤは、各バス停において

20～30 分に１本の発着となっているが、１周平均

で約 20 分の所要時間（豊田市駅西口及び税務署南

バス停での待ち時間は除く）が必要であり、バス１

台での運行となっているため、運行間隔が 20 分と

なる場合には、調節時間がなく、運行ダイヤの遅れ

が次便に即影響する現状となっている。 

 一方、下り・上りバスともに、簡易デマンドシス

テムの導入前では市役所での乗降有無にかかわらず

平均遅れ時間は同程度となっているのに対し、導入

後は市役所での乗降が無い場合（市役所に立ち寄ら

ない場合）は、平均遅れ時間が大幅に短縮されてい

ることが伺える。平日全体の全便の平均値を見ると、

下りで約 1.4 分、上りで約 1.1 分程度の短縮効果が

得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 平均遅れ時間（下りバス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 平均遅れ時間（上りバス） 

 

(2)利用者意識からの評価 

玄関口バス利用者アンケート調査の結果では、

市役所バス停でバスが玄関口に乗り入れることにつ

いて84％の回答者が「とても便利」「便利」と答え

ている。さらに乗降がある時だけ玄関口に乗り入れ

る簡易デマンドシステムについては、72％の回答者

が「とても便利」「便利」と答えており、利用者意

識からみた当該システムの評価は概ね良好であると

考えられる。 
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問13　市役所バス停での方式について
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問１１　玄関口バスの満足度
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図-6 玄関口バスの利用者評価 

 また、玄関口バスの満足度評価では、車両の乗り

降りのしやすさに対する満足度はやや低いものの、

運賃やダイヤなどの満足度は高く、総合的な満足度

も「満足」「まあ満足」を合わせて74％と利用者に

とって高い評価を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 玄関口バスの運行に対する満足度 

 

５．今後の課題と地域ITSとしての展開 

(1) 今後の課題 

 玄関口バスの所与の目的を達成するために必要な

課題を以下にとりまとめる。 

a)玄関口へのバス停設置と簡易デマンドシステム 

 主要施設の玄関口にバス停を設置し、円滑で安全

な道路交通を確保するとともに、簡易なデマンドシ

ステムを導入することにより、効率的なバス運行を

行うとともに、運行遅れの低減による利用者評価の

向上を図る必要がある。 

 

b)電子バス停・情報端末機及び車内での情報提供 

 電子バス停や情報端末機で、バスの現在位置や到

着時間、公共交通乗り継ぎ案内の情報提供を行うこ

とにより、バスの利便性を高め利用者の増加を図る。 

 

c)新たな複合サービスの展開 

 病院や民間施設と協力した新たな複合サービスを

展開し、新たな利用者を確保する必要がある。 

 

d)他路線への展開可能性の検討 

 現状の運行ダイヤを維持する中で、玄関口バスの

利用者増加を図るためには、他路線への展開可能性

について検討する必要がある。 

 

(2) 地域ITSとしての展開 

玄関口バスは、路線バスの廃止による公共交通

空白地となり、自動車でないと利用し難くなった公

共施設の増加への対応とともに、中心市街地の活性

化を踏まえた施設への利便性向上を目的としている。 

 簡易デマンドシステムの評価については、利用者

がいない場合の時間短縮効果と利用者意識において

高い評価が得られている一方で、利用者にとっては

バスの到着時間や渋滞状況及び乗り継ぎ案内などの

情報提供の必要性が求められている。また、公共交

通機関の永続的な確保の観点から、特に当該施策展

開による公共交通の支援のみでなく、問題となって

いる道路渋滞の緩和や解消を交通特性や利用者サイ

ドの観点から必要となるITS技術の導入が求められ

る。 

今後は、ITS 技術の魅力や効果を利用者サイドの

観点から評価し、社会実験を通じた運行ダイヤや情

報提供のあり方などの詳細検討が必要である。 

 

６．おわりに 

 本稿では、愛知県豊田市でITSの先端技術を盛り

込んだ「中心市街地玄関口バス」を取り上げ、その

評価を試みた。玄関口バスの利用者評価としては、

概ね高い評価を受けていること、また、既存のセン

ターシステムを活用することにより、少ない投資で

導入が可能であることから、デマンドシステムの拡

張による施策展開が望まれるものの、本研究の今後

の展望としては、その必要性や妥当性とともにその

効果について詳細検討を行う必要がある。 
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